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社会福祉法人ことぶき会 
Cooking café Ji-Ji 運営規程 
（指定地域密着型通所介護） 

（指定介護予防地域密着型通所介護） 
 

第１条（事業の目的） 

１ この規程は、社会福祉法人ことぶき会（以下「事業者」という。）が設置する Cooking 

Café Ji-Ji（以下「事業所」という。）において実施する指定地域密着型通所介護事業及び

指定介護予防地域密着型通所介護事業（以下「指定地域密着型通所介護事業等」という。）

の適正な運営を確保するために必要な人員及び運営管理に関する事項を定め、要介護状

態及び要支援状態にある利用者様に対し、適切な地域密着型通所介護のサービスを提供

することを目的とします。 

 

第２条（運営の方針） 

１ 事業所の介護職員等は、要介護者及び要支援者等の心身の状態を踏まえて、利用者様が

可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活が営めるよう配

慮し、必要な日常生活の世話及び機能訓練等を行うことにより、利用者様の社会的孤立感

の解消及び心身の機能の維持並びに利用者様の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図

るものとします。 

２ 指定地域密着型通所介護事業等は、利用者様の住み慣れた地域での生活を継続するこ

とができるよう、地域住民との交流及び地域活動への参加を図りつつ、利用者様の心身の

状況を踏まえ、妥当適切に行うこととします。 

３ 指定地域密着型通所介護事業等は、利用者様一人一人の人格を尊重し、利用者様がそれ

ぞれの役割を持って日常生活を送ることができるよう配慮して行うこととします。 

４ 指定地域密着型通所介護事業等の提供に当たっては、地域密着型通所介護計画に基づ

き、漫然かつ画一的にならないように、利用者様の機能訓練及び日常生活を営むことがで

きるよう必要な援助を行うこととします。 

５ 事業所の介護職員等は、サービスの提供に当たっては、懇切丁寧を旨とし、利用者様又 

はその家族に対し、サービスの提供方法等について、理解しやすいように説明を行うこと 

とします。 

６ 事業者は、常に利用者様の心身の状況を的確に把握しつつ、相談援助等の生活指導、機

能訓練その他必要なサービスを利用者様の希望に沿って適切に提供することとします。

特に、認知症である要介護者に対しては、必要に応じ、その特性に対応したサービスの提

供ができる体制を整えることとします。 

７ 事業の実施に当たっては、関係行政機関、地域の保健・医療・福祉サービス・地域包括
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支援センターとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとします。 

８ 指定地域密着型通所介護事業等において、利用者様が主体的に活動できるサービスを

提供します。昼食については利用者様が食べたい食事を考え、調理し、皆で食べ、片付け

を行い、利用者様が出来ない事は必要に応じて職員が支援致します。 

 

第３条（事業所の名称等） 

１ 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとします。 

（１） 名  称  Cooking Café Ji-Ji 

所 在 地  東松島市小野字中の関６番２ 

 

第４条（職員の職種、員数及び勤務内容） 

１ 事業所に勤務する従業者の職種、員数及び職務内容は次のとおりとします。 

（１）管理者     １名以上 

（２）生活相談員   １名以上 

（３）介護職員・機能訓練指導員  １名以上 

 

第５条（営業日及び営業時間） 

１ 事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとします。 

（１）営業日    月、火、水、木、金曜日の営業とします。 

（２）営業時間   月～金曜日は午前９時３０分より午後４時４０分までとします。 

（３）休業日    土、日曜日、１２月３１日、１月１日 

（４）緊急対応   電話等により、常時連絡が可能な体制とします。 

 

第６条（利用定員） 

１ 事業の１日利用定員は次のとおりとします。 

（１）地域密着型通所介護事業及び介護予防地域密着型通所介護事業 定員１０名 

 

第７条（指定地域密着型通所介護等の内容） 

１ 利用者様に対する介護内容は利用者様の人格を尊重し、自主性及び社会性を助長し健

康で明るい生活を送っていただけるよう努めるものとし、その介護内容は次のとおりで

す。 

（１）その人らしい日常生活の提供 

   あらかじめ利用者様の心身の状況、生活環境、本人及び家族の希望等を尊重して作成 

した居宅サービス計画に基づいた日常生活の介護を行いながら、快適な生活環境を整 

え、教養及び機能訓練に重点を置き、生活の意欲向上に努めます。 

（２）楽しい食事の提供 



3 
 

   利用者様の身体状況及び嗜好を考えながら、必要な栄養量の確保された楽しい食事 

  ができるように努め、自ら食べたいものを考え、買い物をし、調理、片付けを行います。 

（３）気持ちの良い入浴サービスの提供 

   利用者様がいつも清潔で快適な生活を送っていただくために、身体状況に合わせて、 

ゆったりと入浴して頂きます。 

（４）いつも元気に健康チェックの提供 

   利用者様の健康状態を常に把握し、疾病の予防並びに早期発見に努めると共に、疾病 

者については、必要な処置を講じます。また、日常的に家庭との連携を密にして、身体

の状況等の把握に努め、健康維持管理に最善を尽くします。 

（５）安全な送迎の提供 

   利用者の心身の状況に応じた送迎車を提供し、常に安全運転に徹し、ゆとりのある送 

迎を行います。また、家族とのコミュニケーションを大切にし、利用者様のきめ細かな 

情報を共有致します。 

 

第８条（利用料及びその他の費用） 

１ 指定地域密着型通所介護事業等を利用した場合の利用料の額は厚生労働大臣が定める

基準によるものとし、当該事業が法定代理受領サービスである時は、厚生労働大臣が定め

た利用者負担割合分を負担するものとします。 

２ その他の費用 

・昼食 ５００円（おやつ代含む） 

   ・オムツ等衛生材料： 実費負担 

・その他、日常生活においても通常必要となるものにかかる費用であって、利用者様

が負担することが適当であるもの。 

※レクリェーション、各種行事等の参加による材料費等は、自己負担いただきます。 

３ 第１項及び第２項の費用の支払いを受ける場合には、利用者様またはその家族に対し

て事前に文書で説明をした上で、支払いに同意する旨の文書に署名（記名押印）を受けるこ

ととします。 

 

第９条（通常事業の実施地域） 

１ 通常事業の実施区域は、東松島市の区域とします。 

 

第１０条（サービス利用に当たっての留意事項） 

１ 利用者様は、指定地域密着型通所介護事業等を利用するに当たって以下の事項に留意

して下さい。 

（１）健康でいきいきと暮らしていただくために、自分でできることは自分で行うようお願

い致します。 
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（２）楽しい時間を過ごしていただくために、他の人の迷惑になるようなことは慎むようお

願い致します。 

（３）体調不良、風邪、インフルエンザなどの症状が疑われるときには、無理せず、利用を

お休みいただくようお願い致します。 

（４）入浴の前には、健康チェックを致します。発熱や血圧が普段より極端に高い（または

低い）など、入浴することが体の負担になることが心配される場合には入浴できないこ

ともあります。 

（５）歩行訓練等については介護職員が中心に対応し、必要に応じて他職種と相談し行いま

す。 

（６）レクリェーション、外出等の行事を安全に楽しんでいただくため、職員の案内にご協

力をお願い致します。 

（７）施設内は原則禁煙となっています。喫煙したい場合は、喫煙場所へご案内致しますの

で職員にご相談下さい。 

（８）送迎の際は、職員の介助や案内で乗り降りして頂くようお願い致します。また、走行

中は立ったり、窓から手を出したりすると危険ですのでお控え下さい。 

（９）施設内及び送迎車内での政治、宗教活動は行わないようお願い致します。 

 

第１１条（緊急時等における対処方法） 

１ 指定地域密着型通所介護事業等のサービスの提供中に緊急事態が発生した場合は、次

のとおり対応します。 

（１）指定地域密着型通所介護事業等のサービス提供中に利用者が突然身体等に急変が生

じた場合は、看護職員又は、介護職員による応急処置を講ずると共に、必要により救急

車の要請を行い、直ちに家族と連絡を取り、症状等の説明を行います。 

（２）送迎中に交通事故が発生した場合は、直ちに「ケアハウスはまなすの里」事務所に事

故内容を通報すると共に、警察及び救急車の要請の有無についても報告します。管理者

は、関係施設内の看護職員等の応援スタッフを現場に派遣し、必要な措置を講じます。 

（３）利用者様に対する指定地域密着型通所介護事業等のサービス提供により、賠償すべき

事故が発生した場合には、損害賠償を加入している損害保険会社と相談しながら状況

に応じて行います。 

 

第１２条（非常災害対策） 

１ 併設施設内にあるケアハウスはまなすの里の防火管理者は、非常災害に備え防災計画

を立て、定期的に避難、救出訓練を実施するものとします。 

２ 火災の防止に当たっては、防火担当責任者を置き、消防用設備等の自主点検及び自衛消

防訓練等を実施するものとします。 
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第１３条（運営推進会議） 

１ 地域との連携や運営の透明性を確保するため、概ね６ヶ月に１回以上、事業者、利用者、

東松島市職員、地域住民の代表者等を委員とする運営推進会議を開催致します。 

 

第１４条（その他の運営に関する重要事項） 

１ 事業者は、事業所職員等の資質向上を図るための研修の機会を設けます。 

２ 職員は、業務上知り得た利用者及び家族の秘密事項を保持し、退職後も、在職中に業務

上知り得た利用者及び家族の秘密事項を保持します。 

 

附則 この規程は、令和元年 6 月 1 日から施行する 

附則 この規程は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する 

附則 この規程は、令和 2 年 12 月 1 日から施行する 

附則 この規程は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する 

附則 この規程は、令和 3 年 8 月 8 日から施行する 

附則 この規程は、令和 4 年 9 月 1 日から施行する 

附則 この規程は、令和 7 年 10 月 1 日から施行する 

 


